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このたびは、二]ン Lite Touch Zoom (ライトタッチズーム） 
1 40 ED 日 D をお買い上げいたださ、あ0びとラございます。 

ご使用のまえにこの r 使用説明書」をお読みのラえ、十分に理 
解してか5正しくお使いください。 


このカメラのまな特長 

■ 38 〜] 4日 mm の約 3. 7倍ズームを内蔵したル型軽量の 
3已 mm コンパクトカメラ。 （ C ^ P .2 曰） 


■ニコンー眼 レフカメラ用の交換レンスこも使われている色収 
差のかない E □レンズと、]ントラスト•解像力に優れた性能を 
発揮する3巧求面レンズを採巧。 

■暗い 場所でわ、逆光時でわ、自動的にフラッシュを発光。 
(陪 P .3 色） 

■息を 吹きかけても曇りにくいアンティフォグファインダーを 
探巧。 （ C ^ P .21) 


本文中に使われているマークについて 

p - 前提条件や制約などの要チェック項目び書しにあります。 

d ま意していたださたいことや守っていただをたいこと 
び書いてあ0ます。 

旁補足内容び書いてあります。 

参照ぺージび書いてあります。 


争 このカメラをネリめてご使用になるときのごミち意 

ご購入時には、ファインダー接 
眼窓を保護するため、ファイン 
ター部に保護力く一び付いて 
し)まず。ご使用になる樹ま、保 
護カバーを取りはずしてお使 
い < ださい。 
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付属品 (お確かめください。） 



ストラップの取り付け方 



図のよラにストラップを通します。 



止め具で長さを調節します。 





保証書と愛用者カードについて 

この製品には保証書とご愛用ちカードび付いていますので 
ご確認ください。 

保証書の詳細は、「アフターサービスと保証について」 
(D 夏^ P.49) をご覧ください。 
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写真に曰付や時刻を写し込むには_ 

視度を調節するには_ 

カメラを構える_ 

シャッターボタンを押ず_ 

標準撮影とノ くノラマ撮影の切 D 換え方 

ズーミングするには_ 

撮影する__ 

フイルムのきき戻しについて_ 

フイルムを取り出す 


ちくじ 


をを上のごミキ意 

目〜日 

ずぐ撮影ずるには 

10 

各部の名称 

12-14 

本体 

12〜13 

表示てネル 

14 

ファインダー巧のま示内容 

1已 

お使いになるまえの準備 

電源を入れる 

16 

雷ミホ,容量を確認、する 

1色 

電ミホを巧巧する 

17 

フイルムを入れる 

18 


昼本的な撮影 


01234已689 
222222222 
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応用撮影 


写したいちのび画面中央にない構図のとをは 

ピント合わせが苦手なシーンについて_ 

近接撮影をするには 

フラッシュを使った撮影_ 

スピードライトモードについて_ 

フラッシュを自動で発光させるには_ 

フラッシュの発光を禁止させるには_ 

フラッシュを強制的に発光させるには_ 

夜景をバックに人物を写すには_ 

目びホく写る現象を軽減するには_ 

風景や窓越しの景色を写すには_ 

セルフタイマー撮影するには_ 

U モコン操作で撮影するには 
U モコン電池を交換するには_ 


知っておいて<ださい 


日付や時刻を修正するには_ 

故障かな？と思った5_ 

取り扱い上のごミち意_ 

アフターサービスと保証につし、て 
仕様 


お使いになるまえの準備 


薑本的な撮影 


応用撮影 


知つておいて<ださい 


02344678902234 

33333333344444 


5 6 8 9 0 
4 4 4 4已 
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ま全上のごを意 

ご使用のまえに r 安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しく 
お使い < ださい。 この r 安全上のごま意」は製品を安全に正し 
<使用していただき、あなたや他の人々へのち害や財産への 
損書を未然に防止するた側こ、重要な内容を記載しています。 
お読みになった後は、お使いになる方びいつでわ見5れるとこ 
ろに必ず保管して < ださし、。 


表示と意味は次のよラになっています。 


A 警告 


A 


この表示を無視して、誤った取0扱いをすると、人び死こま 
たは重傷を負ラ可能性び想定される内容をおしています。 
この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人び傷害を負 
江 意 う可能性な觸定される内容および物的損害の発生な觸定され 
る内容を示しています。 


お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。 


絵表 7J\ の例 


A A 記号は、を意(警告を含む)を促す内容を告げるものです。図の 
ZlA 中やお<に具体的な注意内容び(左図の場合は感電注意)び描か 
れています。 



&記号は、禁止（してはいけないこと）の行為を告げるものです。 
図の中や近くに具体的な禁止内容(左図の場合は分解禁止)び描 
かれてし)ます。 


^参記号は、行為を強制すること（必ずすること）を告げるちので 
^す。図の中やおくに具体的な強制内容(左図の場合は電池を取り 
出す）が描かれています。 
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A 警告（カメラについて） 





(D 

分辑禁止 

V 

分解したり修理•改造をしないこと 

感電したり、異南動作をしてケガの原因となります。 

、 

ノ 


落下などによって破損し、巧部び露出したときは、露出 


® 部に手を輔れないこと 


〇 

すぐに 
侵理巧頼を 


感電したり、破損部でヶガをする原因とな0ます。 

電池をおいて、販売店または当社サービス機関に修理を依頼し 
て < ださい。 


C 

里巧を巧る 

〇 

すぐに 
像里巧頼を 


熱 < なる、煙び出る、こげ臭いなどの異常時は、速やかに 
電池を取り出すこと 

そのまま使用ずると火災、やけどの原因となります。 

電池を取り出す隙、やけどに十分を意してください。 

電池を振いて、販売店または当社ヴービス機関に修理を依頼し 
て < ださい。 


@ 水につけたり、水をかけたり、雨に濡らしたりしないこと 
水 6 W 房止発火した0感電の原因とな0ます。 


Q 


引火、爆発のおそれのある場所では使用しないこと 
プ印 。ガス、 ガソ I 」ンなど弓 I 火性ガスや粉塵の発生する場所で 
使用すると爆発や火災の原因となります。 


Q 

発光禁止 


車の運転を等にむけて、スピードライトを発光しないこと 
事故の原因となります。 


Q 

発光寫止 


スピードライトを人の目に近づけて発光しないこと 
視力障害の原因となります。 

特に乳幼児を撮影するときは1 m な上離れてください。 


(S) 


ファインダーより直接太陽や強い光を見ないこと 
失明や視力障害の原因となります。 
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么警告（カメラについて) 


A 幼児の□に入るルさな付属品は、幼児の手の届かない 
ところに置<こと 

保管を® 

幼児の飲み込みの原因とな D ます。 

万一飲み込んだ場合は、直ちに医師にご相談 < ださい。 


A ストラップび首に卷さ付かないよラにすること 
^ 特に幼児•児童の首にストラップをかけないこと 

警告 

首に巻さ付いて窒息の原因となります。 


么を意（カメラについて） 


A 


城れた手でさねらないこと 
感電の原因になることびあります。 


A 


製品は、幼おの手の届かない所に置くこと 
ケガの原因になることびあります。 




ファイン ダーをの ぞいた状態でノてノラマ切り換え レバー 
を操作しないこと 

指先やつめで目などを突さ、ケガの原因となることびありまず。 


A 


ファインターをのぞし、て視度を調整するときに目を突か 

ないよラに注意して操作すること 

指先やつめで目などを突さ、ケガの原因となることがあ0ます。 


A 


使用しないときは、スライドカノ（一を閉じて太陽光のあ 
た b ない所に保管すること 

太陽光び焦点を結び火がの原因になることびあります。 


A 


=脚にカメラを取り付けたまま移動しないこと 
転倒したりぶつけたりしてケガの原因になることびあります。 
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A 警告（電池について) 


&電池を火に入れたり、加熱しないこと 

^ 液われ、発熱、破裂の原因となります。 


@電池をショート、分解しないこと 

aiiih 液をれ、発熱、破裂の原因となります。 


A 電池に表示された警告•注意を守ること 

ぉ 液をれ、発熱、破裂の原因となります。 

イ\使用説明書に表示された電池を使用すること 

ぉ 液をれ、発熱、破裂の原因となります。 


A 


電池は幼児の手の届かない所に置 < こと 


保 g 沿 i 幼児の飲み込みの原因となります。 

万一飲み込んだ場合は直ちに医師にご相談くださし、。 


A 電池の「+」と「一」の向さを間違えないよラにすること 

~ ir 液をれ、発熱、破裂の原因となります。 


水につけたり、濡6さないこと 
水かけ屏止 液をれ、発熱、破裂の原因となります。 


^充電式電池政がは充電しないこと 

房止 液をれ、発熱、破裂の原因となります。 

イ\ 5池を廃棄するとさは、テープなどで接点部を絶縁する 

他の金属と接辆すると、発熱、破裂、発火の原因となります。 
お住まいの自治体の規則にがって正しく廃棄してください。 


■使用 説明書について 


使用説明書の内容び破損などによって判読でさなくなったときは、当社 
サービス機関で新しい使用説明書をおホめください(有料）。 
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ずぐ撮影ずるには 

早わかり操作ガイド 

とにかく『すぐに撮影してみたし''』とし、ラ方はこのページをご 
覧ください。 

詳細は参照ページでご確認ください。 

t 電源を入れる。 （ D ^ P . l 巨） 



2 " G "" が表示されていないことを確認ずる。 

(陪 P.1 白） 



点滅時は、 

電池容量不足。 



4 標準撮影またはパノラマ撮影を選ぶ。 

(豚 P. 吕 4) 
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標巧撮影時 パノラマ撮影時 
































5. ズームボタンを巧して構図をミ夫める。 

* (防 P .2 已） 


則に望遠側に 

dbt- 


瞧ノ 


反 


シャッターボタンを半巧しずる。 


(陵 P .23) 



7 ピント表示を確かめて、撮影ずる。（豚 P . 27 ) 


撮影フイルムがお了ずると、 

▼ 

フイルムは自動脚こ 
巻さ戻されまず。 （ D ^ P . 吕 8) 

▼ 

フイルムを取り出ず。 （ II ^ P .2 日) 




夕 大切な撮影のまえには試し撮りを 

大切な撮影のまえ口ま、必ず試し撮りをして、カメラび正割こ機能 
するか確認してください。本製品の故障に起因ずる付随的損害 
(撮影に要した諸経費および利なの喪失等に関する損害）につい 
ての補償はご容赦願います。 
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各部の名称 


オートフ オー カス測距窓 
ファインダー窓 

冉 E 受光窓， 

スピードライト 
(豚 P.34. 35) 


AF 補助光ランプ/ホ目軽減 
ランプ （C ぞ P.40, 41)/ 
セルフタイマーランプ 


リモコン受光窓 
(臨 P.43) 

’ スライド カバー 
(メインスイッチ） 
(陪 P.1 巨） 



レンズ 


MODE/SEL ボタン 
•曰付選択モード 
(晤 P.20) 

•曰付修正モード 
(陪 P.4 己） 

表示パネル 
(陪 P.14) 

ADJ. ボタン（輕で.4 己）」 


ボタン 

•スピードライトモード 
(崎 P.34 〜 39) 
•遠景モード 
(膨 P.42) 

途中巻さ戻しボタン 
(膨 P.28) 


ストラップ取り付け部 
岐 P.3) 

シャッターボタン 
(I^P.23) 

® ボタン 
赤目軽減発光 
(瞭 P.4 日， 41) 

•セルフタイマー 
(瞭 P.42) 

•リモコン（咳で. 43) 
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緑ランプ 
(陽 P .1 己 27) 

オレンジ ランプ- 
( C ^ P . l 已，3已） 

ファインダ ——I 
接眼窓 
喊 P .1 己） 

視度補正 
ダイヤル 
(惕 P .21) 


J くノラマ切り換えレバー ( D 赏 P .24) 
ズームボタン （ D 這 = P .2 已） 
— フィルム確認窓 



裏ぶた開放レバー ( C ぞ P . 1 8) 


電池室カバー 
(蚊 P .17) 


=脚ネジ巧 

(陪 P .37, 39, 42. 43) 
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各部の名称（つづさ) 
表示パネル 


写し込み表示 
(が P ' 吕 0) 


デート表示（岐 P .20, 45) 

1 

バッテリーチェック 
表示版 P .1 巨） 

1 

fbo コどい’〇〇丽 



itm—M 


00 00 •CfO^nn 

靴ぶ®. 齡 i. ぶ: j 


スピードライトモード表示 
(豚 P .34 〜 39) 


赤目軽減凳光表示- 
(瞭 P .40) 


遠景モード表示（陪 P .42)- 


フイルムカウンター 
表示 （ D ^ P .19) 

- セルフタイマー表示 
(瞭 P .42) 

リモコン表示（瞭 P .43) 


《図は説明のために全ての表示を点なさせたちのです。 
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ファインター内の表示内容 



〇 近距離補正マーク （ D ^ P .33) 

撮影距離が1 m より近い撮影のときに使用します。 

©才 ートフォーカスフレーム （ C ^ P . 吕 6) 

ピントを含わせたいものをこのフレームに重ねてピントを合わ 
せて < ださい。 

©オレンジ ランプ （D 還" P .3 己） 

フラッシュげ充電中はゆっくり点滅し、巧電げ完了すると点丹し 
ます。また、上にあげったスピードライト部対甲すと早く点滅して 
警告します。 


〇 緑ランプ（り署 P .27) 

ピントび合うと点灯し、ピントが含わないときは早く点滅します。 
また近接撮影励こ、被写体までの距離び約日. 74m より近い場合 
は、ゆっくり点滅して警告します。 
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電源を入れる 



受スライドカノ く一を矢印の方向に開けると電源び入り、内蔵スピードラ 
イトび自動的にあびり、レンズび繰り出します。 

タ スライドカく一はカチッと音びするまで弓Iいてください。 

タ スライドカ J く一を閉じるとさは、はじめにカノ く一をみしスライドさ 
せてレンズび収納されてから、ゆっくり閉じてください。 


電池容量を確認ずる 

■ " G ■"が表示されていないことを確認ずる。 



す。 


み 表示ノ（ネルに -a" び点滅しているとさや表示ノくネルの全ての表 
示び消えているときは、電池び消耗していまず。新しい電池と交換し 
て < ださい。 

夕 撮影のまえには、必ず電池容量を確認してください。 
f 撮影の隙は、新しい予備の電地をご巧意<ださい。特に、海外の地域 
によっては、電池の入手び困難な場合びあります。 
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電池を交換する 

.終 


使巧ずる電池- 

このカメラには、 SV リチウム電池仁 R ] 23冉、または DL ] 23A を 
1個使用します。 


7 電池室カバーを開ける。 



® 電池室カバーの□ックを矢印の方向に押しなびら、電池室カバーを 
開けます。 


2 電池を交換ずる。 


- 






受電池の©/©表示を図のよラな向さで入れます。 

3 電池室カバーを閉じる。 



受電池室力 j く一をカチッと音びするまでしっかり押してください。 

夕 電池を取り出すと、力方ラの時計び U セットされますので、日付や時 
刻を合わせてください。 （D^p.45) 


お使いになるまえの準備 
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フイルムを入れる 


3己 mmDX マーク付フイルムの豆知識 



フイルム感度 


受このカメラには、3已 mm DX マーク付フィルムをご使用ください。 

® DX マーク付フィルムを使用すると、フィルム感度はカメラび自動的にセッ 
卜します。 

® 自動セットび可旨 g なフィ J レム感度は ISO 巳0、1日0、200、400、800、 
1600、3200です。 

® DX マーク付けがのフィルムを使用した場合、フィルムの感度は自動的に 
に日1日日にセットされます。 

タ フィルムをカメラに入れるときは、直射日光の当たらない所で行ってくだ 
さし、。 

[お ご使用になるフィルムについて-^ 

フィルムの感度は、手ブレ防止やフラッシュ撮影に有利な侶日400 
をおすずめします。 



裏ぶたを開ける。 



成裏ぶた開放レバーをスライドさせて （〇)、 裏ぶたを開けます (包)。 

2 フイルムを入れる。 
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3 フイルムの先端を赤色のフイルム位置マーク 
' に合わせる。 



® フイルムをフイルム位置マークより契に入れた堤合や、フイルムの先 
端び巧れている場合、フイルムび正しく送られないことびあります。 


タ フイレムび浮かなし、ように/ く卜□-ネを指で軽く押さえてください。 



ィ 、 

' p 弓。言墨 _vJ 


d 裏ぶたを閉じて、フイルムが正しく送5れてい 
るか確かめる。 



® 裏ぶたを閉じると、フイルムは自動的に送られ、この間表示ノ くネルの 
フイルムカウンターに"—-"び点滅します。 

おフイルムび正しく送られると、フイルムカウンターに" 1" び庶丹表示さ 
れます。 

タ フイルムカウンターに"び点滅しているとさは、フイルムび正しく 
送られてしなせん。裏ぶたを開けフイルムを取り出して、入れ直して 
<ださい。 


お使いになるまえの準備 
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写真に日付や時刻を写し込むには 

I MODE / SEL ボタンを巧して日付表示を選ぶ。 



年は西暦の下吕析で、時分は24時間制で表示されまず。イラストの例は 
"2001 年4月]日"を表します。 

度 M は月を表しますび、写真には写し込まれません。 

み M0DE/SEL ボタンを巧すごとに、:欠のよラに切り換わります。 

年月日 月日年 日月年 

广’日,‘ H I — か’ -；伽 —I 

印宇なし 曰時分 

I-- - -- ! iS ： 3S- - 

® "虹皿" び表おされている状態で撮該すると、そのとき表示されてい 
る曰付や時刻び写し込まれます。 

み日付を写し込まなし'!ときは、"--(印字なし）にしてください。 


デートの写し込み位置について 



バノラマ時の写し込み位置 
標準時の写し込み位置 


度フィルム上でのデートの写し込み位置は上図を目安にして<ださい。 

夕 写し込み位置と被写体び次のよラな場合は、写し込みデートび判別 
しにくくなることびあります。 

•白いまたは明るい場合。 

♦オレンジや黄色の場含。 

タ フィルムの規定枚数を超えて撮該したコマには、正しく写し込まれな 
。い場合びあります。 







































視度を調節するには 

I 視度補正ダイヤルを回して調節する。 



成ファインダーびはっきり見えないときには、視度補正ダイヤルを回し 
て調節してください。 


へ へ ファインダーをのぞいて視度を調節するとさに、 
/!\ /!\目を突かないよラにミ主意して操作すること 

を胃屈曲ち S 指先やつめで目などを突き、ケガの原因となります。 


アンテイフオグファインダーについて 

この力方ラは、息を吹をかけた場合や発汗による水蒸気などで 
も曇らないよラ、特殊加工を施したアンティフオグファインダー 
を採用しています。 


タ アンティフォグファインダーびちれた場合は、方ガネ拭き等の乾い 
たやわらかしホで輕くなさ取ってください。強く拭くと傷びつくこ 
とびありますのでご注意ください。 


薑本的な撮影 
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カメラを構える 

■ カメラをしっかり構えます。 

〈横に置の構え方> 



® わさをしめ、ひじを体につけて、両腕でしっかり構えます。 

〈縦位置の構え方> 



受縦位置で撮影する場合は、スピードライトび上になるよラに構えます。 


夕 手や髪の毛、ストラップなどで、レンズや才ートフオーカス測距窓、 
スピードライトなどをおおわないよラに注意してください。 

夕 上にあびったスピードライト部を押し込まないよラに注意してくだ 
さい。 
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シャッターボタンを巧ず 

7 シャッターボタンを軽く f 甲して途中で止める 
(この操作を"半巧し"と呼びまず）。 



® "半押し"すると、ピントと露出び決まり緑ランプび点むします。 

成"半巧し"中は、ピントび固定口才ーカス□ック D^P.30) されます。 

2 "半巧し"したまま、さ引こシャツターボタンを 
巧し込むとシャッターがきれまず。 


摩被写体び暗い場合や逆光勒ま、フラッシュび自動的に発光します。 
夕 一気にシャッターボタンを巧すと手プレの原因になりまず。シャッ 
ターボタンはゆっくりと巧し込んでください。 



甚本的な撮影 
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標準撮影とノ ノラマ撮影の切り換え方 

rp - パノラマ撮影とは-^ 

3已 mm フイルムの標準撮影画面1コマ分の上下を遮光して約1 3X 
36171171の画傲を写し込み、プI」ント時に約扫日 X2 已 4mm りくノラマ 
サイズ）に弓Iき伸ばしたちのです。 


I 標準撮影、またはパノラマ撮影を選ぶ。 


標準撮影時 パノラマ撮影時 




ノてノラマ切り換えレバー ノ ノラマ切り換えレバー 

をち側にセットします。 を左側にセットします。 



標準撮影時 パノラマ撮影時 


度パノラマ撮影時でち曰付や時刻を写し込むことびでさます。 
(豚 P.20) 

タノ てノラマ撮影したとさは、通常の同時プ U ントに比べ、料金や仕上び 
0時間びかかることがあ0ます。 


A 

を意 


0 ファインダーをのぞしすこ状態でノ くノラマ切り換え 
レバーを操作しないこと 

Kwzglh 指先やつめで目などを突さ、ケガの原因とな0ます。 
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スーミングずるには 

I ズームボタンを巧して被写体の大寺さをみめる。 





受[>〕側を巧ずと、望遠 （140 mm ) 側になり、陋側を押すと、広角 
(3 扫 mm ) 側になります。 

受好みの大ささになったらズームボタンから指を離します。 

タ カメラを操作しない状態び約2分間続くと、レンズび自動的に晒(広 
角）側に戻りまず。 

〔作望遠側の作例 



M 

励広角側の作例 



甚本的な撮影 
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撮影する 

このカメラは高精度ワイドエ U アバッシブ方式才ートフォーカス 
を採用していますので、ピントび合わせやすく遠景やガラス越 
しの被写体ちシャープに写せまず。 

t ピントを合わせたいちのにオートフォーカス 
フレームを重ねる。 



写したいものび才ートフォーカスフレームか5 ^- A 

がれているとをは 

ピントを合わせたいわのびオートフォーカスフレームからがれる構 
図のとをは、 フオー カス □ック によるピント合わせをしてください。 
(陽 P .30) 


2 シャッターボタンを半巧しずる。 
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r 緑ランプの点口と点滅について^- 

ピントび合うと攝ランプび点灯し、ピントび合わないときはゆっくり 
または早く点滅します。 

•緑ランプび ゆっくり 点滅する 

………被写体に近づきすざです。約 a 74 mU (上離れてください。 
•緑ランプび 早く 点;嘯ずる 

………ピントび合いません。フオーカス□ック撮影 （ II ^ P .30) の 
方までピント合わせをしてください。 


3 シャツターボタンをゆっくり巧し込む。 



みスピードライト自動発光モードにセットされているとさに、写したいち 
のび暗いときや逆光時口ま、フラッシュび自動的に発光します。 

夕 一気にシャッターボタンを押すと手プレの原因になります。 


夕 撮該しないとをは、スライドカ y く一を閉じて、電池の消耗を防いで 
<ださい。 


甚本的な撮影 
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フィルムの巻き戻しについて 

■ フィルムのきき戻しは自動でず。 

度）フィルムを撮り終わると、自動的に巻き戻しび始まります。 

み巻き戻し中は、フィルムカウンターの数値び1枚ずつ減り、巻き戻し 
び完了ずると で" び約2日砂間点滅した後、点なしまず。 

度電池容量不足のために巻き戻しび途中で止まったとさは、電池を交 
撰すると、巻き戻しび自動的に再開されます。 

夕 で"び点滅するまでは、裏ぶたを開けないでください。 


■ フイルムを途中できき戻ずには 



途中巻き戻しボタン（医国）をストラップの止め具の突起や 
ボールペンの先端などでがします。 

み巻を戻しび始ま机ま'ボタンを巧し続ける必要はありません。 
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フイルムを取り出す 

7. まき戻し完了の" E " の点滅、または点なを 
確かめる。 



2 裏ぶたを開け、フイルムを取り出す。 



甚本的な撮影 
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写したいちのが画面中央にない構図のとさは 

フオー カス□ック撮影 

ピントを合わせたいものび、画面中央のオートフオーカスフ 
レームか5かれる位置のとをは、ピントを固定したまま構図を 
自由に変え5れるフォーカス□ックび便利です。 

t 構図を巧める。 



® 作例のよラな構図のまま撮影すると、被写体びオートフォーカスフ 
レーム "[]" からがれるため、ピントは背景に合って被写体はピン 
ボケになってしまし、ます。このような場合に フォー カス □ック を利用 
すると、撮りたい部分のピントを一時的に固定したまま構図を変えて 
撮影することびでをます。 

2 ピントを合わせたいものにオートフオーカス 
フレームを重ねて半巧しする。 



® ピントび合うと緑ランプび点巧し、シャッターボタンを半押ししている 
間、ピントはそこで固定されまず。 

^ p - 撮影距離を変えない- N 

緑ランプび点好している間は、ピントび固定されていまずので、撮影 
距離を変えないでください。 
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3 シャツターボタンを半押ししたまま、構図を戻 
■ して撮影する。 
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ピント台ねせが苦手なシーンについて 

次のような被写体にはピントび含わせにくい場含びあります。 
フォーカス□ック ( m ^ p . sQ ) を利巧して、同じ距離にあるもの 
でピントを合わせてから構図をミ央めて撮影してください。 

■ 青空など、明暗差がはっきりしない被写体、または光っている車 
のボディやか面など光ミ尺のある被写体 



■ 連続した繰り返しパターンのビルなどの被写体 



■ フオーカスフレーム内に遠いものと近いちのび湿在ずる被写体 



■ 太陽などの強い光を背景にした被写体 


















































近接撮影をするには 

rP '- 最短撮影距離は約0.74 m - 

巧などをできるだけ画面一杯に大きく写したいときに、写したし化 
のに最短で約 0.74171 まで近づいて撮れます。 


® ズームボタンを望遠側にするとより大をく写せまず。 

7 近距離補正マークの枠内で構図をミ夫める。 




ff 図の;^の部分び写0ます。 

* 撮該距離び1 m より近い撮該のときに使巧します。 

2 緑ランプの点巧を確認してから撮影する。 



□ 


◎ 


夕 撮款距離び約 0.74 m よ0近づくと、緑ランプびゆつ<り点滅して警 
ちしまず。緑ランプび点なずる距離まで離れて撮 R して<ださしん 


応巧撮影 
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フラッシュを使った撮影 


スピードライトモードついて 


ド！ミ‘ 

い UTO 4] 


-QUARTZ DATE 


ち 


MODE/SEL 


ADJ. 


丄口〕 〔口} 


£tOj 


み度み]ボタンを押すごとに、已つのモードの中から、好みのモードを選 
ぶことびでさます。 

AUT 。 一 饭一ち一触6 


AUTO 4 :スピードライト自動発光（陪 P .36) 

被写体び暗し化去や逆光のときにフラッシュび自動 
的に発光します。 

を ) A :違景撮該 （ B 穿 P .42) 

遠くの景色をよりシヤープに写したし化きは、ここに 
セットすると効果的です。 

⑤：スピードライトキヤンセル（豚 P .37) 

フラッシュを発光させたくないとさは、ここにセット 
すると発光しなくなります。 

% :スピードライト強制発光（豚 P .38) 

フラッシュを必ず発光させたし)ときは、ここにセット 
すると発光します。 

が qT ぶち：ス□—シンクロ〇!夏で .3 日） 

夕暮れや夜景などをノ（ックに、人物をより自然に写し 
たいとをは、ここにセットすると効果的です。 
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^ オレンジランプの点口と点滅について 

•オレンジランプび，点灯したら 
………フラッシュの充電び売了でず。 

いつでをフラッシュ撮影びでさます。 

♦オレンジランプび ゆっくり 点滅するとさ 
''……フラッシュび充電中です。オレンジラ 
ンプび点灯するまでシャッターは切れ 
ません。いったんシャッターボタンか 
ら指を離し、再度半巧しして、オレンジ 
ランプの点なを確認してから撮影し 
て < ださし、。 


♦オレンジランプび 早く 点滅するとき 
………上にあびったスピードライト部を手などで押していまず。こ 
のとを、フラッシュは発光しません。スピードライト部に軸れ 
ないぶラにして < ださい。 


フラッシュ撮影時の撮影距離について- 

フラッシュ使用時の撮影距離は下記を目安にしてください。 

ISO ]0日フィルム使用時 

m (広角）のとを:約 0.74 〜 4.4 m 
け](望遠）のとを:約 0.74 〜2.已 m 

ISO 400フィルム使用時 

m (広角）のとを:約 0.74 〜 8.8 m 
〔辱〕（望遠）のとを:約 0.74 〜已 .Om 






応巧撮影 
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フラッシュを自動で発光させるには 

スピードライト自動発光撮影 

被写体び暗し''場含や逆光樹ま、フラッシュび自動的に発光します。 

7, スライド カバーを 開ける。 


r 、 

’[II •こ 

1 

' 1 

1 

AUTO 4 

V ノ 


® スライドカノ（一を開けると、電源び入り、内蔵スピードライトび自動的 
に上にあびり、表示ノてネルに " Aum ち"び表示され、スピードライト自 
動発光モー问こセットされます。 

自動逆光補正機能について 

逆光時にはフラッシュび自動的に発光して、主要被写体と背景 
の霞出を調整し、ノ くランスの良い写真び撮影でをます。 

2 オレンジと緑ランプの点打を確認して撮影する。 

' 作硏 


夕 被写体び明るし囉合は、半巧しすると表示ノなルに" Aum 巧)"び点口 
し、フラッシュは発光しません。 

夕 半押しでオレンジランプび点ミ威していると去は、フラッシュび充電中 
のためシャッターびをれません。再度半押しし直して、オレンジラン 
プび点灯してからシャッターををってください。 

夕 上にあびったスピードライト部を巧し下げると、フラッシュは発光しま 
せん。スピードライト部に軸れないよラにして<ださい。 
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フラッシュの発光を禁止させるには 

スピードライトキャンセル撮影 

美術館などフラッシュ撮彰び禁止されてしぶときや、夕景'夜景 
の雰囲気を生かしたいときに効果的でず。 

7 カメラを兰脚などに固定する。 

^ ;脚の使用について- S 

この撮該では、シャッタースピードび遅 < なり、手ブレをおこしやすい 
ため、三脚等をご使田になり、カメラを固定してください。 


2 固ボタンを巧して"⑤"を表示させる。 



3 緑ランプの点なを確認して撮該ずる。 


作例 



応用撮影 
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フラッシュを強制的に発光させるには 

スピードライト強制発光撮影 

意図的にフラッシュを発光させたいときに便利です。 


7, を立ボタンを巧して、"ち"を表示させる。 



么 


オレンジと緑ランプの点打を確認して撮影する。 



夕 半押しでオレンジランプび点滅しているときは、フラッシュび充電中 
のためシャッターびされません。再度半押しし直して、オレンジラン 
プび点なしてからシャッターをさってください。 

夕 上にあびったスピードライト部を巧し下げると、フラッシュは発光しませ 
ん。スピードライト部に觸れないようにしてください。 
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夜景をバックに人物を写ずには 

ス□-シンク□撮影 

夜景や夕暮れをバックにしている人物を撮るとさに、人物ち 
背景ち自然な感じに写せまず。 

7 カメラを兰脚などに固定する。 

p - 云脚の使用について 


この撮該では、シャッタースピードび遅くなり、手ブレをおこしやすい 
ため、兰脚等をご使用になり、カメラを固定してください。 


2 医立ボタンを巧して、 


‘を出ぷ V ’を表示させる。 


QUARTZ DATE 

护： づ :™ , 

岐〇 巧ち] I 

[MODE/SEL ADJ ~ 

Lroi roT 


めの(〇 

%主 


3 オレンジと緑ランプの就了を艦5して撮影する。 



作例 


心 

Qjmm 


® フラッシュを必要としない明るさでは、半巧しすると"站 S ®" び点灯 
してフラッシュは発光しません。 

夕 半押しでオレンジランプび点滅しているとをは、フラッシュび巧電中 
のためシャッターびきれません。再度半押しし直して、オレンジラン 
プび点なしてからシャッターををってください。 

夕 上にあびったスピードライト部を巧し下げると、フラッシュは発光しま 
せん。スピードライト部に触れないよラにしてください。 


応巧撮影 
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目がホく写る現象を軽減ずるには 

赤目軽減発光撮影 

フラッシュの光で、目び赤く写るのを軽減したしたきに効果的でず。 

カメラや被写体が動かないように-- 

フラッシュび発光するまえに、赤目軽減ランプを約1砂間照射します 
ので、フラッシュび発光ずるまでカメラや被写体び動いたりしないよ 
ラに注意してください。 


7, 画ボタンを巧して、 "<§>" を表示させる。 



度情司ボタンを巧すごとに、表示び切り換わります。 


表でなし- 


<§> 


め 


表ホなし :赤目軽減発光解除 

赤目軽減発光を解除したいときは、ここにセットします。 

<§> :赤目軽減発光 

人物の目び赤く写るのを軽減したいときは、ここに 
セットします。 

のみ I セルフタイマー（豚 P .42)/ リモコン(豚 P .43) 

セルフタイマー撮影、またはリモコン撮影をする場 
合は、ここにセットします。 

このモードでフラッシュを発光する撮影のとをは、 
赤目軽減発光になります。 
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2, 構因をミ夫め、シャッターボタンを半巧しずる。 



3. オレンジと緑ランプの点打を確認して撮影する。 



夕 半巧しでオレンジランプび点滅しているときは、フラッシュび充電中 
のためシャッターびされません。再度半押しし直して、オレンジラン 
プび点灯してからシャッターをきってください。 

夕 赤目軽減発光は、電源を OFF にしてち自動的に解除されませんの 
で、赤目軽減発光を必要としないときは、巧 d ボタンを巧して "<!>" 
を消好させて、赤目軽減発光を解除してください。 


目軽減凳光撮影にっぃて- 


赤目軽減発光撮影は、シャッターボタンを押し込んだ後、約]秒間ホ 
目軽減ランプを照射してからシャッターびきれるため、シャッター 
チャンスを優先させる撮影にはおすすめでさません。 


応巧撮影 
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風景や窓越しの景色を写ずには谓景撮影) 

遠くの風景や、窓越しの景色を写すとさに便利です。 

t 固ボタンを巧して、"@ A "を表示させる。 



2. 緑ランプの点なを確認して撮該ずる。 

f 遠景モードでは、フラッシュは発光しません。 

セルフタイ7—撮影ずるには 

記念撮影など、撮影ち自身わ一緒に写りたいとさに便利です。 

t 画ポタンを巧して、"®&|"を表示させる。 



度セルフタイマー撮影するとさは、力;<ラを三脚などに固定してくだ 
さし、。 

2 構図を巧め、シャッターボタンを巧し込む。 

みセルフタイマー撮該では、シャッターボタン半巧し時のピントと露出 
で撮影されまず。 

度シャッターボタンを押し込むと、セルフタイマーランプび約8砂点滅 
し、その後約2砂間点むしてシャッターびをれます。 

みシャッターびをれると、セルフタイマーモードは解除されます。 

夕 撮該しないまま約2分間経過したときや、スライドカノ く一を閉じる 
と、セルフタイマーモードは自動的に辆除されます。 
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リモコン操作で撮影ずるには 


カメラから離れた場所で、シャツターをきりたいときに便利です。 


夕 U モコンを初めてお使いになるとをは、 U モコンに、はさんである 
透明の絶縁シートを引を抜いてからご使巧ください。 


7 (5?] ボタンを巧して、"タリ 1" を表示させる。 


fn 


U 

AUTO 


4圓 

^01) I 


帝 。 P 


受 U モコン撮影ずるとをは、カメラを=脚などに固定してください。 

夕 U モコン撮影可能範囲は、カメラ正面で約日内でず。それ政上の 
距離で撮影するとさはセルフタイマーをお使いください。 

# 撮影しないまま、約2分間経過したり、スライドカバーを閉じると U モ 
コンモードび自動的に辭除されます。 

2 構図を巧め、 U モコンをカメラに向けて、送信 
ボタンを f 甲ず。 



® 送信ボタンを押すと、セルフタイマーランプび約2秒間点なした乾 
シャッターびをれます。 

み U モコン撮影後2分し U 内であ机ま‘、続けて U モコン撮影できます。 

夕 極端な逆光状態では、 U モコン撮影できない場合びあります。 

夕 U モコンの電池の寿命は約已年間です。を信ボタンを巧してもシャッ 
ターびされない場合は、電池を交換してください。 P .44) 


応巧撮影 
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リモコン電池を交換ずるには 

7 電池ホルダー着脱レバーを矢印の方向にス 
ライドさせ、□ックを解除しなが 50、 リモ〕 
ン本体から電池ホルダーを 取り出す©。 



2 新しい電池と交換する。 



® 電池は、 3 VU チウム電池 （ CR 202巳タイプ)を1個使巧します。 
度@極を上にして電ミ也ホルダーに入れます。 


3 電池ホルダーをリモコン本体にカチリと音が 
ずるまで巧し&む。 



A 

SiS/+- 

S 口 


0 


電池は幼児の手の届かない巧に置くこと 

万一、おモ様び飲み込んだ攝をは、ただちに医師と相談 
して < ださし)。 
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日付や時刻を修正ずるには 



7, MODE / SEL ボタンを2秒 J ； Lh 巧し続ける。 

® 日付表示び[年月日]、[月日年]、[日月年]のときは左端の析か 
ら点滅します。ただし、[日時分]のときは中央の析から点滅します。 

摩電源び ON のとさでを、 OFF のとをでち修正で击ます。電源び ON の 
場合は修正途中に、スライドカ j く一を閉めたり、途中巻き戻しボタン 
やズームボタンなどを押すと、その時の状態で設定されます。 

2 ADJ . ボタンを巧して、庶威している数値を合 

I わせる。 

み ADJ . ボタンを巧すごとに、数字び]つずつ増えます。 

® ADJ . ボタンを2秒 ULL 押し続けると、数字の早送りびで击ます。 

3 点滅している数値を合わせた5、再び 
MODE / SEL ボタンを巧して、となりのおの 
数値を点滅させる。 

® 上の手順2、3の動作を繰り返して、年月日または日時分すべてを修 
正したら、最搂に MODE / SEL ボタン慰甲し、年月日または日時分す 
ベてび点灯すれば、修正は終了です。 

f - p " 電池を交換したときは- N 

• 電池を交換すると表示パネルには" 加日加" び表示されます。 

•"加日日日" のまま撮影すると、日付や時刻は写し込まれません。 

] 〜3の手順に従って曰付や時刻を合わせてください。 


知つておいてください 
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こんなとをは 


確認事項-解ミ夫方法 


参照頁 


16 


• スライドカバーび全開していない。 

ースライドカバーをカチッといラまで開けて電 
源を入れて < ださい。 

• オレンジランプび点滅。 

ースピードライトび充電中です。いつたんシャッ1 5. 3已 
夕ーボタンか6指を離して、再度半押しし直 
し、オレンジランプび点なしてから撮影して 
ください。 

•表示パネルにび点灯。 

シャッ タ— び 一撮影済みのフイルムび 入つ ています。新しい 

されない フイルムと交換して < ださし)。 

• 表示ノ（ネルに何も表示されない。 

一電池び消耗しています。新しい電池と交換し 
てください。* 

• 表示ノ（ネルの全ての表示び点滅。 

^カメラび異常を検出しています。スライドカ 
J く一を閉じたを、再度スライドカノ く一を開け、 
電源を入れて < ださい。それでを正常に房ら 
ない場合は、電池を一度巧き、表示びミ肖える 
のを確認してか6、入れ直してください。* 


18,19 
28. 29 


17 


16. 17 


• オレンジランプび点滅。 

ースピードライトび充電中です。いつたん シャッ 1 5. 3已 
夕ーボタンから指を離して、再度半巧しし直 
し、オレンジランプび点丹してか5撮影して 
ください。 

•表示パネルに"®’’び表示。 

一被写体び巧るし、と発光しません。フラッシュ 36.38 
フラッシュび び必夏な場合は、強制発光モードにセットし 

発光しない てください。 

• 表示;/ (ネルに何を表示されていない。 

またはび点滅。 

一電池び消耗しています。新しい電池と交換し 17 

てください。* 

• オレンジランプび早く点滅。 

ースピードライト部を巧さえてしほす。スピード1己. 3己 
ライト部に負をれないよラにしてください。 


故障かな？と思った6 

なのような場合、アフターサービスを依頼されるま对こご確認ください。 
確認されても正割こ作動しないときは、最寄りの当社サービス機関にご 
相談ください。 


、ソヤツタ I 


スピ—ドライト 
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こんなとさは 

: 確認事頂一解巧方法 

安照頁 

ピ 

ン 

ピントび合つ 
ていない 

♦手プレしている。 

—シャッターボタンをゆっくり押すか、カメラを 
兰脚などに固定してください。 

• 被写体の手前や奥にピントび合ってし、る。 

ーオートフオーカスフレームに被写体を合わせ 
てシャッターをきってください。ピントび合い 
にくい場合はフオーカス□ック撮影を巧ラと 
ぶ0確実です。 

己己，己3 
37, 39 

26, 30 
31 

表 

示 

パ 

ネ 

ル 

電源を入れて 
ち何ち表术さ 
れない 

♦ 電池の矩1/0の向きを確かめる。 

一 ©/© の向きを正しく入れてください。* 

• 電池容量を確かめる。 

-電ミ也び入っていれば、電池び消耗していま 
す。新しい電池と交換してくださレ。* 

17 

16,17 

フィルムを入れ 
たのに"!"び表 
ちされない。 

• " E " び点滅、または点な。 

フィルムをもラー度入れ直してください。 

18,19 

•J 

モ 

□ 

ン 

リモコン操作 
でシャッター 
びされなし'! 

• 1」モコン操作距離び遠すざる。 

^カメラ正面から約已111しソ内で操作してくださ 
い。 

♦ リモコン設定後、2分し义上経過してしぶ。 

一もう一度、リモコントドにセットしてくださし、。 

• 逆光状態で操作している。 

^|」モコン操作の位置を変えてください。 

• リモコンの電池の使用期限(約己年)を過ざてい 
る。 

一電池び消耗しています。新しい電池と交換し 
て < ださい。 

43 

43 

43 

44 


* 電池を交換したり、入れ直したときは、日付•時刻びリセットされますので合わせ直 
してください。 （ I ^ P .4 已） 


電子制御カメラの特性について 

さわめて掃なケースとして、が部か5強力な静電気などび侵入 
したことで力方ラび作動しなくなることびあります。万一この 
よラな状態になったときは、電池を一度抜いて入れ直してくだ 
さい。また、電池を抜くと、曰付•時刻び I 」セットされますので、 
電池を入れ直した後には、日付•時刻を合わせ直してください。 
(防 P .4 己） 


知つておいてください 
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取り扱い上のごを意 

カメラをご使用にな5ないとさは 

スライドカノ く一を閉じて、電源を切ってください。シャッターボタンび不 
用意に巧されて、電池び消耗するのを防ぎます。 

カメラを長期間ご使用にな5ないとさは 

力六ラから電池を取り出して、高温、多湿となる場所を避けて保管して 
ください。なお、スピードライトのコンデンサーの劣化を防ぐため、月に 
1度を目安に、電地を入れてフラッシュを数回発光させてください。 

カメラを濡5さない 

二]ン Lite Touch Zooml 40 ED 日 D は防水構造ではありません。 
水しぶきなどびかからない場所でご使用ください。 


カメラに強いショックを与えない 

カメラは精密機械です。落としたり、ぶつけたりしないようま意してく 
ださい。 

カメラを保管ずる際は 

閉めきった車の中や h ランクの中、ス I — ブの前などの高温を湿となる 
所や、防虫剤の近くを避けて、乾燥剤と一緒に保管してください。 

お手入れについて 

ホコ U や'汚机ま、乾いた柔らかい布•巿販のブ□ワーブラシやレンズク 
U —ナーなどで取り除いてください。 

アンテイフォグファインダーアイピース部の';ちれは、^ガネ拭を等の乾 
いたやわらかい布で軽く巧いてください。 


フラッシュは休ませなが5使用ずる 

フラッシュの連続発光を繰り返しまずと、カメラや電池の温度び上昇し 
まずので、休ませなびらご使巧ください。 

付属の電池について 

付属の電池は、購入時の作動テスト用ですので、寿命び短い場合びあ 
りまず。ご使巧のまえに容量を確認してください。 （ D ^ P . l 6) 

お温時にカメラをご使用になるときは 

低温時に消耗した電池を使いますと、カメラび作動しない場合びあり 
ますので、新しい電池を使巧し、保温した予備の電池を用意して暖めな 
びら交互にご使巧ください。なお、一時的に性能び低下した電池でも、 
常温に戻れば性能を回復する場合びあります。 
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アフターサービスと保 SE について 

■この 製品についてのお問い合わせは 

ご 意見、 ご 質問は、ニコンカスタマーサポートセンターへお問い合わせ 
<ださい。 

ニコンカスタマーサポートセンターにつきましては、この使巧説明書の 
裏表紙をご覧ください。 

■修理を 依頼される場合は 

ご購入店、または当社サービス機関にご依頼ください。ご転居、ご贈誓品 
などの理由で、ご購入店に修理を依頼することびできない場合は、最寄 
りの販売店、または当社サービス機関にご相談ください。 

当社サービス機関につきましては、この使用説明書の裏表祇をご覧くだ 
さい。 

■補修 用性能部品について 

ニコン Lite Touch Zoom 1 40ED QD の補修巧性能部品の保有期間 
は、製造打ち切り後7年間を目安としております。 

• 補修巧性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品 
です。 

• 修理可能期剧ま、部品保有期間内とさせていただきます。なお、部品 
保有期間経過後におきましても修理可能な場合もありますので、ご購 
入店、または当社サービス機関にお問い合わせ < ださい。 

• 水没、火が、落下などによる故障または破損で、全損と認められた場 
合は、修理び不可能となります。なお、この故障または破損の程度の 
判定は、当社サービス機関にお任せください。 

■製品の 保証について 

(1) この製品には「保証書」び付いていますので、ご確認<ださし、。 

に） r な証書」は、お買い上げの際、ご購入店からお客様にお渡しすることに 
なっております。「ご愛用者氏を」および惟所」に購入年月日」びすベ 
て記入された「保証書」をお受け取りにな0、内容をお読みの上、大切に 
保管してください。 

(3) 保証規定によるな証修理は、ご購入から1年間となっております。 r な証 

書」をお受け取りになりませんと上述の保証修理び受けられなしにとに 知 
な0ますので、ちしお受け取りにならなかった場ちは、ただちにご購入店 ミ 
にご請ホください。 お 

(4) 海がでの保証巧修理は領収書の提示をホめ5れることびあ0ますので、 

保証書とともに領収書の携行をお願し顾します。（領収書びない場合は 9 
有料となる場合びあります） だ 

(己）保証期間経過後の修理は、原則として有料となります。また、運賃諸掛か ^ 
りは、お客様にご負担願います。 

(目）保証期間中や保証期間経過後の修强故障など、アフターヴービスにご 
不明なことびありましたら、ご購入店、または当社サービス機関にお問い 
合わせください。 49 


仕様 

型式 

ズームレンズ内蔵オートフオーカス3巳 mmAE レンズシャッターカメラ 

使用フィルム 

パト□ーネ入 D 3 5mm DX フィルム（画面サイス:標準撮影時： 24 X 
36mm/ パノラマ撮影時； 1 3.3x36mm) 

レンズ 

ニコン ズームレンズ 38 mm f / 己.3〜14 日 mm f /10. 巳、8群10枚 ( ED レ 
ンズ、非球面レンズ使用） 

シャッター 

プ□グラム AE 式電子 シャッ ター縱り羽根兼用)、 シャッ タースピード:2 〜 
1/巳00超） 

ファインダー 

実像式ズームファインダー、視野率：約 S 0 %じ I 上（標準撮影時）、 
倍率:約0.44倍 (38 mm 瞄/約 1.29 倍り 40 mm 時)、視度調整機能付き 
(―1.巳 m — 1〜+1.巳 m — リ、アンティフオグファインダー(接眼部） 

ファインダー内表示 

撮影節囲フレーム(近距離補正マーク付)、パノラマ撮影範固フレーム、オー 
トフオーカスフレーム、緑ランプ:測距完了表示(点灯)/近距離警告(点滅 
2 Hz )/ 測距不能警告(点滅 SHz )、 オレンジランススピードライト発光予 
告(点灯)/未充電警告(点滅 4 Hz )、 スピードライト部巧し込みによる警告 
旧 Hz) 

距離合わせ 

ワイドエリア；（ッシブち式、撮影距離:約0.74 m 〜の 

フオー カス □ック 

シャッターボタン半巧しによるフオーカス□ック付き 

露出制御 

電子制御プ□グラム AE 、 AE 連動節囲 OS 0100) : EV 4 〜1目 (38 mm 瞄/ 
EV 目〜1 6(140 mm 時)、（に〇40 0) : EV 目〜] 7(38 mm 時)/ EV 目〜18 
(140 mm 時)、スピードライト自動発光 

使用可能フィルム感度 

ISO 巳日、10日、吕〇0、40日、800、1巨0日、3吕〇〇は DXZI — ドによる白動 
セット 

フィルム装てん 

イージー□-ディング空送り機構、フィルム確認窓付 

フィルムカウンター 

液晶によるデジタル表示、順算式、巻き戻し時は逆算連動 

セルフタイマー 

電子制御式、シャッターボタンによるスタート、ボディ正面に作動表示(作 
動時間：10砂、8秒点滅/2砂点灯の2段階)、途中解除可能 
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フィルム卷き上げ機能 

内蔵モータによる電動式(スフールドライブ方式)、自動空送り、自動巻き上 
げ （1 コマ）、フィルム終端検出による自動巻き戻し、遠中きき戻し可 

リモートコント□—ル機能 

専用赤外光を利巧、送信ボタンによるスタート、2秒後にシャッター作動、到 
達距離：カメラ正面で約已 m、 ボディ正面に作動表示、 3VU チウム電池 
に R 202已タイス1個使用、送信機電池寿命:約已年、大きさ:約目 0X28X 
7mm (幅 X 高さ X 厚み)、賢量(重さ）：約1日旨(電池含む） 

スピー ドライト 

自動発光、発光禁止、強制発光、ス□-シンク□の4モード切り換え可能、自 
動発光設定時低輝度時•逆光時は自動発光、未充電時シャッターボタンロッ 
ク付、スピードライ ト 連動範囲： （IS 日1 00 の 場合)約 0.74 〜 4. 4m 
(38mm 時)/約0.74〜2方 m(l40mm 時)、 （IS 日 4 日日の 場合)約 日. 74〜 
8.8m(38mm 時)/約0.74〜巳. 日 m(140mm 時)、充電時間:約6秒 
赤目輕减モード 

設定時スピードライトの発光前にランプフ U 照射(約1秒間点灯） 

撮影可能本数 

24枚撮りフィルム約10本(已0%スピードライト撮穀時） 

表示パネル 

電源スイッチ日 N 時:フィルムカウンター表示、スピードライトモード表示、 
赤目軽減表示、セルフタイマー /U モコン表示、遠景モード表示、バッテ 
U -チエック表示、写し込み表示、デート表示 

使用電源 

3VI」 チ■^ム電池 (CR123 冉、または DL123 冉 ）X1 個 

テ‘ート写し込み機構 

ボディ側の7ドット LED による写し込み方式、パノラマ切り換え可能、フィ 
J レム感度： DX コードによ0自動切0槪元式 (ISO 已〇〜32日日） 

デートの種類 

24時間制、[年•月•日]、[月•日•年]、[日•月•年]、[日•時•分]、[写し込みな 
し]彻り換えは巧しボタン式、2040年まで月末、うるう年自動調整、デー 
夕早送り修正可能)、電源:ボディの電源を使用、時計精度:月差±日0秒料内 
大きさ（幅 X 高さ X 奥行き） 

約1 14X 巨吕.巳 x43mm 

質量僅さ） 

約22日旨價池別） 

• データはすべて、20で、新品電池使用時のちのです。 

• 製品のか観、仕様は改善のため予告な < 変更することびあ D ます。 


知つておいてください 
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Nikon 


■使い方に関ずるお問い合わせのご案巧 


巧巧 aB 科で OK 


ニコンフイルムカメラ、交換レンス、アクセサリーの使い方に関するお問い 
合わせをお受けしてお D まず。 

<ニコンカスタ マーヴポー トセンター> 

1 40-00 1已東京都品 J 11区西大井1 -4-2 已 

(コア.スターレ西大井第ービル2階） 

〇已 70-02-8000 

ナヒ ’3 Y 问レを 市内通話料金でご利巧いただけます。 

を国共通電話き号「〇已70-02-8000」にお電話を頂き、音声によるご案内 
に従いご利用の製品グループ窓□の番号を入力して頂ければ、お問い合わせ 
窓□担当者よりご質問にお答えさせて頂をます。 

営業時間 9:30 〜 1扫:00 (± ■ 日曜日.祝日を除く毎日） 

-このほか年末年始、夏期休暇等、休業ずる塌合びあ D ます。 

携帯電話、 PHS 等をご使巧の場合は、03-已日 77-7033 におかけくださし1。 
FAX でのご相談は、03-已日 77-74 日日におかけくださし、。 


株式会社二3 > 


Y 2 F 04(10) 



